
「錯体化学会第６５回討論会」趣意書 

   平成２７年４月２４日 

 

謹啓 

 春暖の候、貴社に於かれましては、益々ご盛栄のこととお慶び申し上げます。平素より錯体化学

会の研究活動につきまして、格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、本年 ９月２１日（月）から２３日（水）にかけて、錯体化学会第６５回討論会を奈良女

子大学で開催することになりました。近年、発光材料、各種センサー、太陽電池、ポリオレフィン

の合成反応を助ける触媒、さらには生体系の金属酵素・金属蛋白や光合成系、制癌剤であるシスプ

ラチンにいたるまで、多くの錯体が生命を維持し現代社会を支えていく上で重要な役割を果たして

おります。そのため、錯体化学はまさに科学の十字路となり、有機化学や生化学は無論のこと物性

物理、ナノ材料、生命科学など広い分野を包含する基幹学問として、その重要性をますます高めて

います。 

 本討論会の参加者は、錯体化学の研究者に限らず幅広く化学の全領域に及び，全国の企業研究者、

大学・省庁研究機関研究者、大学院学生、大学学部生など、例年総勢約１０００名以上が参加致し

ます。これは、日本化学会と共同開催される学会あるいは討論会の中では最大規模のものです。応

用範囲の広がりから、近年では企業からの参加者が益々増加しております。 

 今回の奈良女子大学での開催では、(A) 「錯体の合成と性質」、(B) 「錯体の構造と電子状態」、

(C) 「錯体の反応」、(D) 「有機金属錯体」、(E) 「生物無機化学」、(F) 「錯体の機能と応用」など

の一般講演に加え、最近注目される分野に関するシンポジウム６件が企画されております。さらに、

本年の討論会では、会場を同じくして、本学会主催の第２回日独錯体化学ジョイントシンポジウム

を開催する予定となっております。講演発表と活発な質疑応答あるいは研究者間の相互交流を通し

て、討論会参加者の知識や技術の向上を計ることを目的とします。 

 このような趣旨に基づき、全国から多くの研究者が奈良女子大学において一堂に会し、上記主題

について実り多い討論ができるよう運営致したく、ご協力をお願いする次第でございます。ご協力

の方法は、（１）賛助金、（２）広告掲載です（希望により別途商品展示も受け付けます）。詳しく

は、別紙を御覧下さい。 

 以上、錯体化学会討論会の重要性を是非ご理解頂き、ご協力頂けますよう、錯体化学会討論会運

営委員会、理事会一同、心よりお願いする次第でございます。 

謹白 



 

 討論会の概要 

（１）会期：２０１５年９月２１日（月）〜２３日（水） 

（２）会場：国立大学法人 奈良女子大学（奈良市北魚屋西町） 

（３）主催：錯体化学会  共催：日本化学会  後援：奈良女子大学 

（４）参加者：錯体化学会員ならびに錯体化学に関心を持つ研究者 

（５）参加予定者：約１，２００人 

（６）一般講演（予定）： 約７５０件、シンポジウム  ６題、 

   第２回日独錯体化学ジョイントシンポジウム 

 

 錯体化学会会長     北川 進 

 錯体化学会第６５回討論会実行委員長  棚瀬 知明 

 錯体化学会討論会運営委員長   酒井 健       

 

============================================================================= 

錯体化学会第６５回討論会実行委員会 

委員長 棚瀬知明（奈良女大理） 

委員  飯田雅康（奈良女大理） 片岡靖隆 （奈良女大理） 梶原孝志 （奈良女大理） 

    藤井浩（奈良女大理） 三方裕司（奈良女大理）  中島隆行（奈良女大理） 

    高島弘（奈良女大理） 浦康之（奈良女大理） 久禮文章（奈良女大理） 

片岡悠美子（奈良女大理） 

 

錯体化学会第６５回討論会運営委員会 

委員長 酒井 健（九大院理） 

委員  久枝良雄（九大院工） 棚瀬知明（奈良女大理） 石井洋一（中央大理工） 

    石谷 治（東工大院理工） 山口敏男（福岡大理） 高石慎也（東北大院理） 

    正岡重行（分子研）  大木靖弘（名大院理） 久米晶子（広大院理）  

    小林厚志（北大院理） 松本正和（岡山大院自然） 

 

錯体化学会理事会 

会長  北川 進（京大院工） 

副会長 久枝良雄（九大院工） 石谷 治（東工大院理工） 

理事  植村卓史（京大院工） 唯美津木（名大院理） 野呂真一郎（北大）  

    田所 誠（東京理大理） 田中健太郎（名大） 二瓶雅之（筑波大） 

    速水真也（熊大院自然） 山内美穂（九大） 

     



「錯体化学会第６５回討論会」ご協力方法 

 

御協力は，以下のように３つの方法があります 

（１） 賛助金 

・ ご賛同頂ける場合は「賛助金」申込書にご記入ください． 

・ 公式ホームページにて貴社名を公開します． 

・ １口 100,000 円（一般），50,000 円（法人会員） 

（２）広告掲載 

・ 希望される場合は「広告掲載」申込書にご記入ください． 

・ 錯体化学会第６５回討論会講演要旨集（A４版，約 450 頁，1200 部（DVD 版を含む）発

行予定）の巻末にまとめて掲載します。 

・ 広告掲載料 １頁（A４縦）100,000 円，半頁（A５横） 50,000 円 

・ 原稿として、版下または鮮明な写真をご提供下さい。（DVD 版要旨集はカラーで作成で

きますが、冊子版はモノクロとなりますのでコントラストにご注意ください） 

（３）展示 

・ 希望される場合は「商品・パネル等展示」申込書にご記入ください． 

・ 賛助金や広告掲載でご協力頂いている場合は，20,000 円，展示のみご希望の場合は，

50,000 円とさせて頂きます．  

   

 錯体化学会第６５回討論会の開催の趣旨にご賛同ご協力頂けます時は、別紙の申込書にご記入の

上、郵送、Fax または E-mail にて下記宛にお送り下さい（締切：６月３０日（火））。ご協力頂けま

した場合には、討論会への参加登録をご希望によりお一人様無料とさせて頂きます。 

  

問い合わせ・申込書お送り先 

 〒630-8506 奈良市北魚屋西町 

 奈良女子大学理学部化学科 

 棚瀬 知明 （錯体化学会第６５回討論会実行委員長）（TEL: 0742-20-3399、FAX: 0742-20-3847） 

  E-mail: sakuto65@cc.nara-wu.ac.jp 

 

賛助金・広告掲載料・展示費の振込先 

 三井住友銀行 学園前支店（店番 546） 普通預金  

 口座名義:  錯体化学会第６５回討論会実行委員会棚瀬知明 

(ｻｸﾀｲｶｶﾞｸｶｲﾀﾞｲﾛｸｼﾞﾕｳｺﾞｶｲﾄｳﾛﾝｶｲｼﾞﾂｺｳｲｲﾝｶｲﾀﾅｾﾄﾓｱｷ) 

 口座番号:  3843972 


